
珠洲市災害派遣について
～２度の激甚災害からの復興に向けて～

都市計画課
都市計画・支援G
高村

1



１ 災害の概要

令和６年能登半島地震 令和６年奥能登豪雨

■令和６年１月１日16時10分発生
■最大震度７
■マグニチュード7.6

■令和６年９月21日～22日発生
■最大１時間降水量84.5㎜
■最大24時間降水量315.0㎜

どちらも1000年に一度のレベルの災害規模だった・・・ 2



２ 被害状況（令和６年能登半島地震）
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２ 被害状況（令和６年奥能登豪雨）
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２ 被害状況

住宅被害(棟) 断水戸数(戸)

全壊 半壊 一部損壊 最大時

地震 1,749 2,084 1,750 約4,800

豪雨 14 61 232

死者 重傷者 軽傷者

地震 157 47 202

豪雨 3 0 9

■人的被害 ■住宅被害

■公共土木施設被害（査定決定額）
管理数 被災件数 金額(百万円)

道路 709路線 639路線 42,178

河川 74河川 44河川 10,626

橋梁 167橋 72橋 9,438

合計 62,242

※地震災、豪雨災合わせての金額
※調査不可能で査定決定を受けている箇所あり 5

※珠洲市住宅数6,930戸（2023年）



■復旧延⾧の考え方、数量計算の丸め(工区ごとの数量ではまとめず、総括表でのみ丸める)
■根入れの考え方 地震災⇒平均河床から1m 豪雨災⇒洗堀深を考慮し設定
■既存がブロック積の場合、基本的に大型ブロック積(練積)で設計（控え⾧は手帳P574の表6から決定）
■隔壁工(裏込めまで)、小口止工(掘削影響線まで)の構造（石川県ルール）
■大型土のう締切りの施工延⾧の考え方（石川県ルール）
■目論見書記載の工事概要（石川県ルール）

３ 査定について（査定効率化のための実施事項）

まずやったこと
■河川災害担当のコンサルが3社いたことから、設計思想や設計・積算の統一事項を共有
※統一事項は福井県の資料をベースに追加項目を記入

統一事項の例

（成果品の修正指示などの手戻りをなくすために）

R6手帳
P574
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３ 査定について（大規模災害査定方針）

■査定の簡素化の遷移（国からの通知）
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３ 査定について（大規模災害査定方針）

査定設計委託費等補助
(補助率1/2)(激甚災害)

査定設計委託費等補助
(補助率1/2)(激甚災害)

査定設計書へ計上(補助率2/3)
(大規模方針)

査定設計書へ計上
(補助率2/3)(協議設計)

※市町村のみ
（指定都市除く）
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３ 査定について（全体スケジュール）

令和６年 令和７年
１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

災害

被災
調査

査定
資料
作成

査定

工事
発注

TEC
26河川

コンサル
48河川

早期確認型
前査定
21河川
97件

簡素化(地震災)
査定資料作成

簡素化査定(地震災)
24河川 24件

簡素化査定
(豪雨災)

査定資料作成

地震 大雨

早期確認型査定
測量設計

早期確認型 後査定
12河川 17件

TEC
直営以外

直営
査定箇所

簡素化査定
(豪雨災)
31河川28件

簡素化査定
測量設計

工事発注
早期確認型受検分１４件
簡素化査定受検分 １件

※不調３件

査定リミット
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３ 査定について（簡素化査定）

■平面図は、航空写真等を活用し被災箇所が分かるように旗上げ
■断面図は、標準断面図（ポンチ絵でも可）のみで既存の台帳等の活用も可能（全工区同一でも可）
■写真は、各工区で全景、起終点、被災状況の３点セットを基本とし、適宜状況写真を追加
■標準断面×被災延⾧で数量算出と積算を実施可

■各工区で標準断面図を作成
■設計書は総合単価を使用せずにすべて積上げで積算を実施
■延⾧が⾧い工区は、被災状況の写真を多く準備し、被災の事実を適切に説明

査定資料の簡素化（図面等）

実際の作業 （設計変更を最低限とすることや査定をスムーズに実施するために）
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３ 査定について（早期確認型査定 前査定）

■設計書、図面が不要⇒任意の様式で被災箇所の起終点が分かる資料を準備
■申請金額も概算でOK⇒【例】被災延⾧×総合単価×諸経費率で算出
■査定官、立会官が現場を確認し起終点を決定
■査定官から後査定に向けての設計上の留意点をもらえる

前査定のポイント

■現地に杭orスプレーで各工区の起終点を明示

■TEC-FORCEの資料を根拠に被災箇所の確認を行ったが、起終点が不明なことが多々あった

前査定受検のための準備

大変だったこと
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前査定でのふせん 設計にあたっての留意点

■付せんに前査定での結果を記入（〇工区 上流へ〇m追加など）
■査定官から設計にあたっての留意点として実際に現地を確認して設計上の留意事項、アドバイスをもらえる
■ふせんの「協議設計とする」を根拠に測量設計費を査定設計書に計上

前査定での結果を記入

概算工事費、主な工種のみ記入

３ 査定について（早期確認型査定 前査定）

前査定のポイント
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■前査定の状況
珠洲市

プロパー職員

本省
査定官

立会官

コンサル

随行

■後査定に向けての設計を円滑に進めるためにコンサルの同行可
■前査定時に官民境界や占用物件の管理者などを聞かれることがあったため、プロパー職員の同行があるとよい

応援職員

３ 査定について（早期確認型査定 前査定）

前査定のポイント
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４査定について

■後査定で準備する資料は通常査定と同じ
■後査定は、基本机上査定（リモート）で前査定と同じ査定官が実施（今回はすべて対面かつ違う査定官だった）
■査定をスムーズに行うために前査定でのふせん事項や延⾧を精査した結果をまとめた説明資料を作成（必須資料ではない）

３ 査定について（早期確認型査定 後査定）
後査定について
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３ 査定について（豪雨後のさらなる簡素化）

大ロット化して
査定を効率化

R6.10.22事務連絡

査定時

工事発注時
発注ロットや
現場の一体性に
合わせて分割可
※分割による経費増も
設計変更の対象
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３ 査定について（豪雨後のさらなる簡素化）（図面）

■申請区間外は調査不可と記載
⇒後で被災箇所が追加になっても協議設計で対応可能

さらなる簡素化のポイント

■前の災害と新たな災害の発生年が異なる場合⇒内未成
■前の災害と新たな災害の発生年が同一の場合⇒内転属

参考
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３ 査定について（豪雨後のさらなる簡素化）（図面）

TEC-FORCE資料を活用
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３ 査定について（豪雨後のさらなる簡素化）（積算）

■豪雨前に地震災として査定を受けた設計書（20本）を活用して珠洲市独自の総合単価を作成
■以下の区分分けで護岸工（土工、護岸工、護岸付属物工、雑工、構造物撤去工含む）の単価を作成
■仮設工は護岸形状の影響がないため、区分分けはせず単価を作成

さらなる簡素化のポイント

作成した単価は査定官と
協議し了解を得て使用

６災４１２８号　準用河川　蛸島川
工　　種 種　　別 単位 設計数量 積算数量

本工事

(直接工事費) 護岸工 m 1,588.6 1,589

護岸工 m 619.8 620

仮設工 m 2,208.4 2,208

(共通仮設費) 積上げ分 m 2,208.4 2,208

大型ブロック積　控え500　5分　H=3.0ⅿ以下 土工、護岸工、護岸付属物、雑工等

工事用道路、仮締切等

仮設材運搬費、準備費

数 量 総 括 表
規　　格 摘　　要

大型ブロック積　控え750　3分　H=3.0ⅿ以下 土工、護岸工、護岸付属物、雑工等

査定資料作成のスピードアップにより
令和６年内の査定完了を達成

■参考（総合単価を使用して作成した数量総括表）
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３ 査定について（豪雨後のさらなる簡素化）

■付せんに未申請（調査不可能）と記載してもらうことで、申請区間外で新たな被災箇所が
発見された場合、協議設計により変更増が可能となる

さらなる簡素化のポイント

■内未成と内転属がある珍しい朱入れ
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３ 査定について（査定結果）

■査定結果まとめ

※1:増破による重複申請分を控除
※2:地震災＋豪雨災－内転属
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